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謹んで新春のお慶びを申しあげます。旧年中は、本校教育活動に深いご

理解と多大なご支援をいただき、厚く御礼申しあげます。本年もよろしく

お願いいたします。 

 

能登半島地震の発生から 1年となりました。9月の能登半島豪雨による

さらなる被害や大小の余震が続く中、今なお、不自由な毎日を過ごしておられる皆様に心よ

りお見舞い申しあげます。私事ですが石川に住む知り合いの中学校教員と連絡を取り合うこ

とがあります。希望をもって粘り強く前へ進もうとする彼の強い想いに触れるたびに、こち

らが元気をもらっています。 

 

さて、和田中学校区の小中一貫の教育目標は「夢を志（こころざし）へ」です。夢を持つ

ことで、目標が生まれ、その目標を達成するために自分の心に強い意志が生まれます。「志

（こころざし）」というのは、その強い意思を表現した言葉です。「志を強く心に持ち、一歩

前へ踏み出していこう。」「学び手としての力をしっかりと身に付けていこう。」という思い

を強く持ち続ける児童・生徒が育つ学校づくりを進めたいと考えています。 

 

新年には、希望と喜びを胸に目標を立てて、決意を新たにすることが大切だといわれてい

ます。昔から「言葉には不思議な力がある」と信じられてきたことと関係しているのかもし

れません。子どもにとって目標を口にするということは、とても勇気のいることです。私た

ちは、いつでも「目標」を聴いてやることができるように、日頃からほほえみを忘れず、子

どもの話にしっかりと耳を傾ける姿勢でいたいと思います。そして、自ら立てた目標に向か

って粘り強く取り組むことができるように、子どもの自主性や主体性を大切に育てたいと考

えています。学習指導要領に込められた、「子どもたちが自ら課題を見付け、自ら学び、自

ら考え、判断して行動し、それぞれに思い描く幸せを実現してほしいという願い」をしっか

りと具現化できるように、今年も全力で教育活動に取り組んでまいります。 

 

いよいよ、第３学期のスタートです。短い期間ではありますが、学年の総まとめと次年度

へ飛躍するための土台づくりの大切な学期です。教育目標の達成をめざし、子どもたち一人

一人のよさを大切に、それぞれの夢や希望の実現に向けて教職員一同努力していきたいと思

います。 

どうぞ本年も、保護者、地域の皆様の一層のご理解とご支援をお願い申しあげ、新年のご

挨拶とさせていただきます。 
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